
　6月23日（火）、大田区民ホール・アプリコの大ホー
ルで第71回定時総会が開催されました。
　今年の総会は新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止という観点から委任状・議決権行使書の活用
を考慮するよう周知がされたこともあり、出席者は
88名でした。例年実施している来賓あいさつや会員
表彰等のセレモニーを中止し、短時間での開催となり
ました。入場時に消毒・検温を実施し、場内でソーシャ
ルディスタンスをとるために指定された座席に座るよ
うにするなど、感染症対策を十分に講じたうえでの
実施でした。
　総会に先立って、河合会長の挨拶がありました。
「コロナ後の社会環境の変化に適応し、地域から信
頼・尊重される高みを目指して、自信をもって前進し
ていきます」と決意を表明し、「夜明けのない夜はご
ざいません。必ず道は開かれます」というメッセージ
で挨拶は締めくくられました。
　その後、会長による開会宣言の後、定時総会が開
始され、議長に河合会長が選出されました。

　冒頭に城谷監事より、令和元年度監査報告が行わ
れました。続いて、第1号議案「平成31年4月1日から
令和2年3月31日までの計算書類等の件」、第2号議
案「理事1名選任の件」について説明がありました。そ
の後、採決に移り、すべての議案が賛成多数で可決さ
れました。

■ 新理事の紹介

　第71回総会で選任された新理事を紹介します。

大田区地域力推進部長
今井 健太郎
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いきいき人生
 2020年

 vol.190
8月号公益社団法人大田区シルバー人材センター

〒144-0055 大田区仲六郷1-6-9-125　
TEL.03-3739-6666　FAX.03-3734-0722　E-mail.ota@sjc.ne.jp
https://www.ota-sjc.or.jp

会員数 3,032名
男 1,770名
女 1,262名

　2020/06/30時点



事前質問について

表彰を受けられた方・感謝状を授与された方の紹介（会員番号順、敬称略）

　今回の定時総会では事前質問を受け付けました。会員の方からいただいた質問の要旨とそれに対するセンターの回答の
要旨は、以下のとおりです。

　表彰規程に基づき、会員としてセンター事業の発展に寄与し、その業績が顕著な方を対象に表彰状、感謝状が授与されました。

　新型コロナウイルス感染症により、就業時間が大幅に
減少したことに伴い収入が減少した会員に対し、会員保
護の立場からセンターとして何らかの援助(政府の特別
定額給付金のようなもの)を検討できないか。

　新型コロナウイルス感染症が会員はもとより多くの
人々の生活に大きな影響を与えていることには心を痛め
ているところですが、残念ながらセンター独自の対応は
困難です。

　自分は自転車通勤者だが、自転車・歩行者の交通ルー
ル違反が目に余る。自転車の左側通行や自転車・歩行者
の横断歩道以外の場所の横断禁止など交通安全につい
て考えていただきたい。

　交通安全について、一般的には警察署や自治体（区）が
啓発活動に努めているところです。
　当センターの会員向けには、広報誌や交通安全講習会
等で啓発に努めていく考えです。

　自分は区設掲示板業務に従事しているが、他の担当の
ポスターの貼り方等で雑な仕事も目にする。丁寧な仕事
をしないとセンターにとっても迷惑なことになる。

　仕事の進め方等については、センターにとっても大事
なことと認識しております。担当者連絡会等の機会を捉
えて周知してまいります。

　令和2年3月31日を基準日として過去10年間毎年就
業しており、平成27年度から令和元年度に社会奉仕活
動に各年度1回以上参加された会員25名

■ 10年表彰を受けられた方
　令和2年3月31日を基準日として過去15年間毎年就
業しており、平成27年度から令和元年度に社会奉仕活
動に各年度1回以上参加された会員7名

■ 15年表彰を受けられた方

 鎌田　芳郎 岩井　富美江 工藤　公治
 吉川　幸子 秋野　令子 三浦　富夫
 畠山　ミイ子 

　令和2年3月31日を基準日として過去5年間毎年就業
しており、平成27年度から令和元年度に社会奉仕活動
に各年度1回以上参加された会員32名

■ 感謝状を授与された方

 鳴島　吉久 荒木　寛 仲沢　忠男
 大越　保正 田辺　正勝 澤田　純子
 桒　健二 伊藤　敏夫 赤羽　清明
 中西　文江 加藤　欣悟 一柳　勝
 内山　美津子 前薗　耶須子 森川　サチ子
 青木　成子 新　和夫 栗原　弘
 足立　正志 羽藤　泰夫 中井　順子
 小林　貞司 神永　真理 安達　信子
 髙村　正子 渡辺　晴夫 押田　朝子
 福田　泰徳 中島　寿和子 山田　孝
 鴫原　陽子 原田　行

 田中　宏昌 細谷　哲二 鈴木　伊豆夫
 石川　八郎 平賀　健司 佐藤　清司
 石川　江津子 西村　和明 野中　勝利
 新藤　尋男 荒井　登喜江 井原　倬夫
 石原　一郎 石山　泰朗 涌井　宏
 奥崎　武徳 早川　愛子 後藤　寿弘
 渡辺　幹夫 日野　義広 平田　松江
 福田　明子 小川　幸彦 米本　千惠子
 川嶋　一郎 

■ 安全標語の優秀賞受賞者
　提出した安全標語がセンターのスローガン作品とし
て採用された会員
1. 東京しごと財団のテーマ
　 《就業中及び経路途上の交通事故防止》

作者：岡崎　保夫
2. 当センターのテーマ《転倒・転落事故防止》

作者：石山　富夫

「見逃すな  小さなヒヤリ  大きな事故に」

「ゆとり持ち  足元確認  転倒予防」



　7月5日に行われた東京都知事選挙・東京都議会議員
補欠選挙において、区内各所の投票所で128名の会員
が投票業務に従事しました。
　過去に何度か就業しているという会員に話を聞く
と、「例年の会場案内作業に加え、新型コロナウイルス
感染症対策として鉛筆や記載台を消毒する作業も行
いました。当日降った雨への対応で傘用ビニール袋を
設置したり、濡れた床をモップで拭いたりしたので、い
つもよりやることは多かったですね」とのことでした。

　当日夜には大森スポーツセンターで39名が開票業
務に従事しました。区内各所の投票所から集められた
投票用紙の向きを揃えたり、機械で仕分けした後の投
票用紙の確認作業をしたりしました。
　開票業務に従事した会員は「新型コロナウイルス感
染症対策でゴム手袋をつけての作業でした。はじめは
やりづらかったですが、徐々に慣れて問題なく作業で
きました」と話していました。

【就業報告】東京都知事選挙・東京都議会議員補欠選挙の投開票事務に従事しました

安 全 コ ー ナ ー 傷害事故をなくそう

　傷害事故の発生はここ数年の間、一桁から１０件の
前半で推移していましたが、令和元年度は平成２３年
度以来の２０件超えという不名誉な結果になりました。
　令和２年度に入っても、この傾向は続き４月には連
続３件の傷害事故が発生したため、皆様に注意喚起チ
ラシを配布させていただいたところです。

　令和元年度に発生した事故原因は、全体的に平均化
しており、事故防止のために特にここを注意しようと
いう内容が見えませんが、いずれの事故も危険予知
（ＫＹ）をしていれば、防げたものと考えられます。
　作業前や通勤前には必ず、本日の危険箇所や現場状
況を把握し、対策を掲げて一日の出発点にしましょう。

適正・安全委員会
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■ 令和元年度職種別傷害事故 発生件数

■ 性別（件）

■ 事故時年齢（割合） ■ 傷害内容（割合）

■ 事故原因（件）

■ 事故発生状況

65%
【70代】

25%
【80代】

10%【60代】

35%
【擦・裂傷】

40%
【骨折】20%

【打撲】

5%【その他】



理事会報告

令和2年度　第1回理事会　4月22日
（承認された議案） 
　①理事の利益相反取引の承認の件
　②特別会員入会承認の件

令和2年度　第2回理事会　5月20日
（承認された議案） 
　①令和元年度事業報告（案）の件
　②計算書類等（案）の件
　③理事1名選任（案）の件
　④第71回定時総会開催の件
　⑤令和2年度被表彰者及び記念品の件
　※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から
 　理事会の開催を見送り、定款第35条第2項の規程に
 　基づく書面による決議で対応した

令和2年度　第3回理事会　6月24日
（承認された議案） 
　①新規入会承認の件
　②理事の利益相反取引の承認の件
　③「就業規約」等の一部改正の件

　令和元年度（平成31年度）分の会費を未納の方、令
和2年4月～令和2年6月に請負・委任で就業していな
い方を対象に7月末に払込取扱票をお送りしました。
会員を継続するためには会費を納めていただく必要
があります。お近くの郵便局でお振込みいただきます
ようお願いいたします。

令和元年度（平成31年度）
及び令和2年度分の会費について

　令和2年8月から「シルバー派遣 受注情報一覧表」
のホームページでの掲載場所を変更します。
　従来、「シルバー派遣 受注情報一覧表」は会員専
用ページに掲載しておりましたが、8月以降、会員で
はない方もID・パスワードを入力せずに閲覧できる
ようになります。対外的に具体的な仕事の情報を発
信することで入会促進を図ることが目的です。
　請負・委任の受注情報一覧表は従来通り、会員専
用ページへ掲載いたしますので、あわせてご承知く
ださい。

シルバー派遣受注情報一覧表の
ホームページ掲載について

　今月号から会員の皆様へ本誌「いきいき人生」を郵
送する際に、「シルにゃんの『こんなお仕事ありま
す！』」のタイトルでセンターが受注している業務に関
するチラシを同封します。会員の皆様に、今センター
でどんな業務に就くことができるのかを知っていただ
くことが目的です。大規模な募集が必要になる業務、
旬な業務や特徴的な業務などを中心にわかりやすい
内容でお届けします。
　もし、気になるお仕事がありましたら、お気軽にお
問い合わせください。

「シルにゃんの『こんなお仕事あります！』」
の配布について

シルバー派遣事業説明会と登録会の開催

　シルバー派遣事業の説明会と登録会を下表のとお
り開催いたします。　会場 ： 本部会議室

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、人数
　制限と時間短縮で開催いたします。　
※申込受付中ですので、電話又はFAX（様式不問）で
　派遣担当へお申込みください。後日案内状を発送し
　ます。
　TEL：03-3739-6666　FAX：03-3734-0722

開催日 申込開始 申込締切
8月5日（水） 9：30～11：30 10名

8月11日（火）
（臨時開催） 13：30～15：30 10名

大 田 区 か ら の お 知 ら せ

　認知症などによって外出先から家に戻れない
高齢者の情報を配信し、早期発見・保護のため、
地域の方にご協力いただくものです。
●登録協力員（地域の皆様）→事前に登録が必要
1.携帯電話・スマートフォンやパソコンでメール
 を受信。
2.ご近所を可能な範囲で捜索
 外出時に少し周りを見渡すなど可能な範囲で
 協力。
3.本人と思われる人がいたら、
 「何かお困りですか？」と声かけ。
4.110番通報（警察が保護します）

●行方不明になったら
1.警察署へ「行方不明者届」を提出する。
2.住所を管轄する地域包括支援センターへ相談・
 メール配信を依頼。
 （いつ、どこで、服装、特徴、持ち物、氏名、写真
 など。配信内容は選択できます。）
3.大田区から登録協力員へメールを配信。

問合せ先　大田区高齢福祉課
電話　5744-1250　FAX　5744-1522

家族が帰ってこない！
そんな時は、高齢者見守りメール

※事前登録はここから




